






4.結語 

心身障害児の親子関係のあり方を母性原理とそれに対立する父性原理のからみ合いの中に,

あるべき姿を追求した。このことは重い障害児を持った場合にも,また登校拒否のような情

緒障害の場合にも重要な問題を提起していると考えられる。現代のわが国において,病的に

肥大した母性原理がようやく行きづまりを見せ,父性原理が知らず知らず各家庭に入り込

んで来ている点に特徴があるように思われる。このことをしっかりと受けとめるには,子供

が示す問題を真正面から受けとめ,親や子供に接する大人が創造的に問題にとり組んで行

くことが切に望まれる。 


